
京田辺市農業委員会の農地利用最適化推進委員の推薦及び応募の状況【結果報告】

農業委員会等に関する法律（昭和２６年法律第８８号）第１９条第２項の規定により推薦を受けた者及び募集に応募した者を公表します。

令和５年3月２７日

　京田辺市農業委員会

【総括】

【推薦・応募の状況】
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性
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らかにする事項

田
辺
区
域

1 推薦 北尾　淸晴 男 74 農業 10,305 50
興戸農事実行組
合

－ － －
農事実行組合長
北尾　弘康

農業の振興と農業経営の改
善を図り農業経営の充実に
寄与する

①76人
②農地を所有する者
③－

地域での営農経験も永く、区長及
び農事実行組合長を歴任され、人
望がある。責任感も強く適任と考
えます。

田辺 無

普
賢
寺
区
域

2 推薦 藤林　弘義 男 63 農業 11,300 20 水取区 － － －
区長
大冨　益義

地域住民が相互に協力連携
し、良好な地域社会の維持
発展を目指す。

①96人
②水取区内の居住
③－

推薦させていただく藤林氏は、地
域の信頼も厚く、地域農業の課題
も把握されており、諸問題の解決
等に取り組んでいっていただくの
に適任と考えます。

普賢寺 有
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現在までの経験を活かし、地域農
業推進に務めていきたいと思いま
す。
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　(H29.4.1～H30.3.31)
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水取農家組合長
　（H22.4.1～H23.3.31）

水稲
露地野菜

当地域においても作業者の高齢
化、荒廃地の増加は進んでいま
す。専業農家は一部で、多くが兼
業農家です。一方で、ライスセン
ターや水利組合の活動をとおして
若手の農業への参加が増えてきて
います。私の農業委員の代では、
その若い力が楽しく発揮できる状
況をつくり、、継続的な農業へと
つなげるのが、第一の仕事と考え
ております。
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普
賢
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3 推薦 正田　文敏 男 61 農業 11,000 20 打田区 － － －
区長
福井　正美

地域住民が相互に協力連携
し良好な地域社会の維持発
展を目指す

①79人
②区内在住者
③－

今の農業の現状を考えると、彼は
若くて行動力、農業に対する意欲
又素直であり、後継者問題に取組
む姿勢があり、今の現状を良く考
えて、将来に希望がある。
今の農業を打破するためにも、打
田区として彼を推薦致します。

普賢寺 無

大
住
区
域

4 推薦 澤井　良和 男 69 農業 1,200 50 三野区農家組合 － － －
農家組合長
仲井　邦彦

区の農業振興
①30人
②三野区農業者
③－

令和３年度区長を歴任。農地利用
最適化に適任者です。

大住 無

三
山
木
区
域

5 推薦 小泉　辰夫 男 64 農業 16,403 20 山本農家組合 － － －
農家組合長
林　昭

山本農業の維持・発展
①43人
②組合員
③－

小泉辰夫氏は、これまで山本地区
において農業を営むなか、農家組
合長等の役職を長年にわたり勤め
られ、山本地区全体の農業の発展
に尽力されるとともに、京田辺市
の農業政策に協力をされてこられ
ました。同氏は、これまでの経験
を生かし、京田辺市の農業の維持
発展に寄与できる見識と能力を持
たれており、山本農家組合として
推薦いたします。

三山木 無

普
賢
寺
区
域

6 推薦 森田　三彦 男 69 農業 12,133 16 高船区 － － －
区長
岡田　典悦

地域の自治
①32人
②高船区に居住するもの
③－

推薦する森田三彦氏は、農業委員
として３年間役職を務めて頂いて
おり、人望も厚く地域のリーダー
として意欲的に活躍されている方
です。
地域においては担い手の高齢化及
び後継者不足が重なり農業経営が
大変困難な状況下であるなか、新
たな農業のあり方の構想、信念を
お持ちですので、農業委員に適任
と考えます。

普賢寺 無

山本区農家組合長
　(H11.4.1～H13.3.31）
　(H14.4.1～H15.3.31）
山本区区長
　(H26.4.1～H27.3.31）
城陽市消防本部予防課長退
職
　(H27.3.31）
京都府危険物安全協会連合
会専任講師
綴喜防犯協会防犯推進委員
　(H28.4.1～現在）

水稲
その他

農業者の高齢化、後継者問題、増
加する休耕農地、荒廃農地等、農
業情勢が厳しくなる中、もうかる
農業等安心して農業ができるよ
う、また地域農業が発展するよう
取り組んで行く。

ただでさえ営農を続けるのは大変
な中山間地にあって、それに加え
て様々な要因（耕作放棄地、獣
害、市街地との落差など）もあ
り、農地利用最適化推進委員を続
けていくことに、正直荷を重く考
えています。この様な私ですが、
何とか地域コミュニケーションの
一員として、頑張ってまいりたく
思っております。

打田区農家組合長
　(R1.4.1～(R2.3）
農地利用最適化推進委員
　(R2.7.20～現在）

水稲
施設野菜
露地野菜

（株）ｶﾅｶﾞﾜ入社
　(S51.4.4.1～）
山城食料（株）入社
　(S53.5.1～）
（株）京山退社
　(R2.5.1）
三野区長
　(R3.4～R4.3）

水稲
農地の耕作放棄地を撤廃し、担い
手組織を作り地域農業を発展させ
たい。

高船区区長
　(H23.4.1～H25.3.31）
高船加工センター長
　(R元.4～R4.3）
農地利用最適化推進委員
　(R2.7.20～現在）

水稲
露地野菜
その他

この度、高船区で農地利用最適化
推進委員に推薦されました。現在
も委員継続中ですが、地域におい
ては、相変わらず担い手の高齢化
及び後継者不足が重なり、年々農
業経営や維持管理が大変困難な状
況です。地域においては、儲かる
農業はどのような形態をとればい
いのか地域の人々と折りにつけ話
している所です。特に私が暮らす
美しい里山地域、農業を放棄する
わけにもいかず、地域密着型で、
今回継続をお願いした所です。
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大
住
区
域

7 推薦 林　芳文 男 68 農業 10,800 5 西八区 － － －
区長
吉田　武司

地域の住民が相互に協力か
つ連携し、良好な地域社会
の維持発展を目指す

①120人
②西八区に居住する者
③－

農業経営に積極的に取り組み、地
域のリーダーとしても意欲的に活
動されており、区民からも厚い信
頼があるため。

大住 無

三
山
木
区
域

8 推薦 中川　陽司 男 62
不動産
賃貸業

8,285 50 山崎区農家組合 － － －
農家組合長
吉田　達夫

地域内の農地環境を整え、
農地の有効利用を進め、農
業振興を図り、農家の生活
の向上を目指す

①22人
②山崎区内に居住している
農家
③－

中川陽司さんは、農地利用最適化
推進委員の経験もあり、責任感を
もって取り組んでいただける方で
すので、山崎農家組合から中川陽
司さんを推薦させていただきま
す。

三山木 無

普
賢
寺
区
域

9 推薦 田中　和雄 男 74 無職 2,766 15
多々羅区農家組
合

－ － －
農家組合長
田中　彰

農用地の効率的かつ総合的
な利用保善を図るために必
要な措置を講じることによ
り多々羅地区の農業の振
興、保全を図る。

①17人
②多々羅地区内の農用地に
ついて所有権又はその他の
使用収益を有する者及び組
合の事業施設を利用するこ
とが相当と認められる者で
同区に住所を有する農業者
とする
③－

色々な経歴のある方で、自信を
もって推薦します。
１月の農家組合会議で決定しまし
た。

普賢寺 無

田辺町消防団多々羅部長等
　(S42.4.1～S55.3.31)
多々羅区区長等
　(S59.4.1～H11.3.31)
多々羅区農家組合長
　(H26.4.1～H27.3.31）
農地利用最適化推進委員
　(R2.7.20～現在）
社会福祉委員分会長
　(R3.4.1～現在）
多々羅区老人会長
　(R3.4.1～現在）
高齢者居場所づくり会長
　(R3.4.1～現在）

水稲
露地野菜

私は水田で、ヒノヒカリこだわり
米を作り、ＪＡへ出荷していま
す。一方で、多々羅区も高齢化が
進み、後継者不足や農機が高いの
で、農機が壊れたら農業を辞める
という話しも聞きます。緑豊か
な、京田辺市の水田や畑等を守る
ため、微力ですが力を尽くしたい
と考えています。

水稲
その他

西八区長
　(H29.4.1～H30.3.31）
西八農家組合長
　(R2.2.1～R3.1.31）

農業委員
 （H26.7.20～H29.7.）

水稲
その他

地域の農地を最適化するため、頑
張ります。

西八区でも農業従事者の半数以上
が70歳以上の中で、遊休農地が増
加傾向になると思いますが、まず
現状を早く自分なりに理解、確認
すると共に、農業委員また関係者
の方々と協力し合い、農と利用最
適化に取り組んでいきたいと思い
ます。



【推薦・応募の状況】

耕作面積
（㎡）

従事期間
（年）

性
別

年
齢

職業等
代表者又は
管理人の氏名

目的

①構成員の数
②構成員たる資格
③法人又は団体の性格を明
らかにする事項

区
域
区
分

推薦を受けた者又は応募した者

提
出
番
号

推薦・
応募の
区分 氏名

性
別

年
齢

職業等

農業委員
への推
薦・応募
の有無

推薦・応
募する区
域推薦の理由  氏名又は名称

個人 法人・団体

推薦した者

経歴 抱負又は応募の理由

農業経営の状況

営農類型

田
辺
区
域

10 推薦 山本　邦彦 男 75 農業 7,191 50 薪農家組合 － － －
農家組合長
河村　信行

地区農業の振興を図り、組
合員の農業経営の充実に寄
与すること。

①120人
②薪地区に住所を有する農
業者で、組合費を納入する
者
③－

推薦する山本氏は、長年市職員と
して市農政にも精通され、退職後
は家業の農家を継承、経営され、
地域においては、区長や薪甘南備
山保存会代表理事を務め、又現在
農地利用最適化推進委員として荒
廃地を無くす為、利用集積等に活
動されており、地域の事情も熟知
し、責任感や人望が厚く、地域農
業に熱心に取り組んでおられるた
め、農地利用最適化推進委員に最
適任と考え推薦します。

田辺 無

大
住
区
域

11 推薦 村瀬　梓 68 農業 1,045 2 岡村区農家組合 － － －
農家組合長
永江　幸一

地区内の農業環境を整え、
農地の有効利用を進め、農
業振興を図り、農家の生活
向上を目指す。

①55人
②岡村区農業耕作者、地権
者で構成
③－

農業経験年数は2年とのことです
が、岡村区で生まれ育った方で
す。自身の農作業に熱心に取り組
まれ、また、岡村区京力農場プラ
ンの会議などにも積極的に参加さ
れるなど、地域農業の状況を勉強
する事にも意欲的な方であります
から、農地利用最適化推進委員と
して活躍していただけるのではな
いかと期待し、適任者として推薦
いたします。

大住 無
水稲
露地野菜

この土地で農業を始めてから、ま
だ年数も浅く、まだまだ知らない
事ばかりです。だからこそ自分の
住んでいる土地の事、地域の事を
もっと深く知るところから始めて
いきたいと思います。子育て中の
ため、ご迷惑をお掛けすることも
あるかと思います。色々勉強させ
てください。どうぞよろしくお願
い致します。

田辺町、京田辺市職員
　(S42.1.1～H20.3.31)
薪区長
　(H24.4.1～H26.3.31)
京田辺市農業委員
　(H26.7.20～H29.7.19)
京田辺市農地利用最適化推
進委員
　(H29.7.20～現在)
公益社団法人薪甘南備山保
存会代表理事
　(H29.3.25～現在)

水稲
露地野菜
その他

今の農業は、農業者の高齢化、後
継者不足、労働に見合う賃金、投
資に見合う収入が無い状況。当地
区の農地は、面積、農家戸数も多
く、筆数も多く、小面積、不整形
で、荒廃農地が最近特に増加して
いる。これには、農地の条件整備
が出来ていない為と考える。今後
は、これらの問題解決のために、
地域の農業は地域で話し合い地域
でまもっていく事が大事であり、
京力農場プラン等参考にして、集
落営農組織等の設立検討、農業振
興地域の見直しも含め、圃場整備
の推進等、農業の発展のため努力
したい。


